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学校教育目標の具現化

佐々町立口石小学校

～豊かな心と進んで学ぶ意欲を持ち、明るく生活する子どもの育成～
Vol １

目標管理 学校経営方針
めざす児童像 努力目標 具現化のための努力項目 関連取組

項 目 ※シート記入

教科等の 「基礎基本の定着 よく考え進んで学 ①学習規律の確立 ○学び方の確立 学習規律表

指導 と確かな学力の育 習する子ども （チャイム着席･始礼、終礼、姿勢、学用品、返事、発表の約束等）

成」 （知） ○「佐々っ子ゆめプラン」の啓発実践・家庭学習指導

②学習内容の定着 ○基礎基本の習得（授業･スキルタイムの充実） 答え方のスキルアップ 口石っ子タイム

○わかる授業の実践 センター研修・先進校視察

（めあて、身につけさせたい力の明確化、評価問題・ノート指導の充実） 教材研究

○高め合う集団づくり、問題解決的場面の充実）予習（先行学習系統表）の充実

ゆめ ○個に応じた指導（個別指導の充実）フォローアップ問題活用 活用プリント問題

○活用問題・学力調査過去問題等への取り組み テストのやり直し

○学期末テスト週間の取り組み チーム授業研究

学力調査（全国･町）

③校内研修の充実 ○チーム（低中高ブロック）による研究授業の充実 授業作り

○思考力･判断力･表現力の育成 ３校研各部会

教師の心得３カ条 ○言語活動の充実 ※言語活動学年系統表の活用

①授業の始まりと終わりを守ります。 ○３校共同研究への協力実践

②「めあて」と「まとめ」を板書します。 ○ＩＣＴ機器活用充実、ＩＣＴ支援員の有効活用 ＩＣＴ支援員

③子どもに「なぜ」を問い続けます。 ○町支援員の有効活用（４名） 教育支援員

○ＳＴの有効活用（個別指導の充実） 木曜教室充実 取り出し指導

○ＧＴの有効活用（老人クラブ、婦人会、福祉施設等） 総合的な学習

④地域の人材活用 ○ＡＬＴの有効活用（英語活動の充実）Ｔ２→Ｔ１ ３年以上英語時数増 英語学習
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教科等以外 「思いやりのある やさしい心で ①学級経営の充実 ○正直者を生かす学級経営・所属感、自己肯定感が持てる学級づくり 全教育活動
の指導 豊かな心を持った 助け合う子ども ○ほめて伸ばす指導・キラキラタイム・花いっぱい運動 全教育活動

子どもの育成」 （徳） ○児童・教師・保護者の信頼関係の確立 放課後・相談室
○教育相談の充実、町相談員、県ＳＣ・ＳＳＷ の活用

②読書活動の充実 ○朝の読書活動充実（常に机の中に読みかけの本をいれておく） 朝読書の時間
○読み聞かせ活動（図書ボランティア） 良書紹介
○読書習慣育成・図書館教育の充実（読み聞かせボランティア、司書補助員の活用） 図書室整備

こころ ③基本的生活習慣の定着 ○「誰にでも先に笑顔で元気よく」のあいさつ・ワンストップあいさつ（校内外） 強化月間・月目
○元気な返事・正しい言葉遣い（汚い言葉の追放） 人権意識 標等設定
○学校内外（横断歩道等）での感謝一礼習慣化、校内会釈奨励 佐々っ子応援団

④生活のきまりの遵守 ○心に響く生活指導（その日の内に納得させる指導） ※佐々っ子３カ条実践 児童理解の時間

○清掃指導の徹底（時間いっぱい・丁寧・無言実践）
○口石小のきまりの徹底

⑤道徳教育の充実 ○道徳的実践力を培う授業の工夫、教科化に向けた指導研修 道徳授業・全教育活動

⑥特別活動の充実 ○各種行事を通しての豊かな心の育成、児童会・クラブ・委員会 全校朝会・集会
活動の充実、歌声の響く学校（音楽集会） 学校学級園の整備（花いっぱい活動） 各学級での栽培

○縦割り活動の充実(コミュニケーション力、リーダー育成） 各活動

⑦総合的な学習の充実 ○育てたい力の育成 社協との連携
○地域や福祉施設との交流、各学年のテーマにそった活動、教 社会福祉体験
科横断的な取り組み※総学カリキュラム見直し（行事との関連）

⑧人権・同和教育の充実 ○児童理解の時間充実、いじめ、不登校防止、特別支援教育の 児童理解の時間

推進（口石小いじめ防止対策基本方針の徹底） ※聞いて聞いてカードの充実、QUテスト、Iチェック活用 教育相談

⑨家庭・地域との連携 ○各種便りの発行（学校からの情報発信） 口石小HPの活用 学校・学年・学級・保健便り
○授業参観懇談会の工夫、学級ＰＴＡの活性化、ＰＴＡ行事への ＰＴＡ各種行事
積極的な参加推進

○学校評価の実施と結果の公開（佐々町コミュニティスクールへの移行） 学校評価
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保健に関す 「心身ともに健 健康づくりに進ん ①保健指導の充実 ○病気の治療と予防（虫歯・風邪）手洗い・うがい・歯磨き・窓開閉の実践 全教育活動

る指導 康な生活ができる で取り組む子ども ○学校保健委員会との連携、保護者啓発、フッ素洗口 学校保健委員会

その他 子どもの育成」

（体） ②食育指導の充実 ○望ましい食習慣育成、給食指導の充実、家庭との連携、栄養 給食時間・学級活

保健管理 教諭との連携、アレルギー児童への対応（エピペン研修） 動等

○早寝・早起き・朝ご飯の啓発・実践

からだ ③体育指導の充実 ○めあてを持った体育学習、走運動の充実、外遊びの奨励 運動会・陸上記録会

○縄跳び、マラソンチャレンジカードへの取り組み（年間） 持久走記録会

④安全指導の徹底 ○校内安全指導、交通安全指導、集団登下校、複数下校、 交通安全教室

危険回避能力の指導徹底「自分の命は自分で守る」意識 避難訓練

交通事故「０」の継続指導、防犯カメラの有効活用

⑤耐性の育成 ○何事にも粘り強く取り組む態度の育成 全教育活動

学校運営 「すべての教職員 ①学校運営への参画意識 ○全校的視野での発想・計画・実践 各担当

が学校運営に参画

する校内体制の確 ②校務分掌の効果的遂行 ○主任のリーダーシップと職員相互のチームワークによる職務遂行 各校務分掌

立」

③各部の活動充実 ○４部会の充実と連携・協力 ４部会

学校事務の ④学校事務の適正処理と ○学習環境作りのための安全点検の徹底 事務共同実施

処理その他 環境整備 ○学校備品の適正管理と活用

１学期 学級・仲間をつくる → ２学期 力をつけ、高め合う → ３学期 ふりかえり、つなぐ


